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アニュラチャプ
ラシット校の生徒
は４人ずつに分か
れて、数学、英語、
体育、美術、音楽
の教科で、２日間
で計３時間の授業
に参加しました。
本校の生徒と協力

しながら、課題の解決や実技に取り組みました。
両校の生徒とも、積極的に参加していました。
授業後は給食でさらに交流を深めました。

科学の発達に
より、外国との
距離はどんどん
短くなってきて
います。それに
伴って、国際感
覚を身に付けた
り、多様性を認

め、互いに尊重し合ったりする姿勢の必要性が
どんどん高まってきています。将来を担う本校
の生徒にも欠かせない感覚です。
17日に美郷町と教育連携協定を結んでいるタ

イ王国ノンタブリー県の初等第一教育局長の〇〇
〇〇氏、アニュラチャプラシット校の〇〇〇〇校
長先生を始めとする先生方4名と生徒12名が本校
を訪れました。
生徒会主催の歓迎集会では、生徒会長の〇〇〇

〇さんや副会長の〇〇〇〇さんと〇〇〇〇さんが
歓迎のあいさつや始めと終わりの言葉を、生徒会
執行部員が司会を全て英語で行いました。また、
8月にタイ王国を訪問した12名の生徒による体験
発表やインターアクト部による日本文化の紹介が
ありました。日本アニ
メのクイズを取り入れ
るなど、日本や秋田県、
美郷町への興味・関心
を高めてくれました。
さらに、先週全国大会
銀賞に輝いた吹奏楽部
がマーチングを披露し、集会を盛り上げました。
全校生徒のおもてなしの心に包まれ、タイ訪問

団の方々も終始笑顔でした。タイ訪問団の滞在期
間は12月16日から20日までの５日間です。本校
での交流は２日間でしたが、授業や給食の時間を
共に過ごしながら親睦を深めました。

☆令和6年度人権作文コンテスト
大曲人権擁護委員協議会長賞
題名：「自分自身を認め合う」

〇〇〇〇

19日に大仙警察署
生活安全課の〇〇〇
〇様を講師にお迎え
して、２年生を対象
にした情報モラル教
室を行いました。軽
い気持ちで書いたこ

とであっても内容によっては「侮辱罪」や「傷
害罪」に問われる可能性があることや、ゲーム
等の共通の話題で言葉巧みに個人情報を聞き出
され、犯罪に巻き込まれる恐れがあることなど
が説明されました。インターネット上の情報を
完全に消去することは極めて困難であり、将来
の自分に悪影響を及ぼす危険性があることにも
気付かされました。
学校がSNSに関わるトラブルに対応するには

限界があり、万が一の場合は警察に相談してほ
しいとのことでした。


